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鶏のマイコプラズマ症は鶏の比較的伝染性の強い慢性

呼吸器感染症であり，日本では鶏及び七面鳥の

Mycoplasma gallisepticum（MG），M. synoviae（MS）

感染症を家畜伝染病予防法の届出伝染病に指定してい

る．しかし，単独感染では不顕性な場合が多く，他の呼

吸器病原体との混合感染や環境悪化により発症し重篤化

する［1］．

今回，福岡県内の肉用鶏農場で，鼻汁漏出等の症状を

呈し死亡鶏が増加した事例をMG感染症と診断したの

で，その概要を報告する．

材 料 及 び 方 法

発生農場の概要：開放式平飼いの9鶏舎に1鶏舎あた

り7,500～9,000羽の初生雛を2011年1月20～26日に

2カ所の孵化場から導入し，合計72,000羽の肉用鶏が飼

育されていた．飼養方法はオールイン・オールアウトで

敷料は戻し堆肥を使用し，ワクチンは初生（伝染性気管

支炎（IB），鶏痘，マレック病及び大腸菌），12 日齢

（ニューカッスル病（ND）・ IB混合），21日齢（ND及び

伝染性ファブリキウス餒病（IBD））に接種されていた．

材料： 8 号鶏舎の42日齢の衰弱鶏10羽を鑑定殺し，

検査に用いた．

病理学的検査：臓器は10％中性緩衝ホルマリンで固

定し，常法に従いパラフィン包埋切片を作成，ヘマトキ

シリン・エオジン（HE）染色を行った．また，免疫組

織化学的にMG及び IBウイルス（IBV）抗原の検出を

行った．一次抗体に抗MG家兎血清（全農家畜衛生研究

所より分与），抗 IBVマウス抗体（HyTest Ltd, Finland）

を用い，2次抗体に組織検査用蛋白キット（ヒストファ

インシンプルステインMAXhPO（R）または（M），ニチ

レイ譁，東京）を用いた（ 動物衛生研究所にて実施）．

ウイルス学的検査：ウイルス分離は，気管，直腸，腎

臟の乳剤（各部位10羽プール）を発育鶏卵の漿尿膜腔

内に接種し，3代継代しHA試験及び鶏胚の形態を観察
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要　　　　　約

2011年3月，福岡県の肉用鶏農場において，鼻汁漏出，異常呼吸音，嗜眠，うずくまりを呈し死亡鶏が増加した．剖

検では，気餒の混濁及び気餒や腸管漿膜にチーズ様物の付着がみられ，組織検査では気管粘膜固有層にリンパ濾胞形成

を伴ったリンパ球，形質細胞の浸潤による肥厚が認められた．気管及びチーズ様物からMycoplasma gallisepticum

（MG）が分離されるとともに特異遺伝子が検出され，免疫組織化学的染色で気管の粘膜表面にMG陽性反応が認めら

れ，さらに検査に供したすべてがMG抗体陽性であった．また，その他の病原体の関与を示唆する検査成績は得られな

かった．以上の結果から，今回の症例をMG感染症と診断，肉用鶏での野外感染例としてはまれな症例と考えられた．

―キーワード：ブロイラー，Mycoplasma gallisepticum．
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した．鳥インフルエンザウイルス（AIV）の抗原検索は

気管スワブと初代及び2代目の発育鶏卵から回収した尿

膜腔液を用いて迅速検査キット（エスプライン，富士レ

ビオ譁，東京）で実施した．遺伝子検索は分離用乳剤，

ファブリキウス餒（F餒）乳剤及び2代目の尿膜腔液か

らDNA抽出キット（QIAamp DNA Mini Kit，譁キア

ゲン，東京）及びRNA抽出キット（RNeasy Mini Kit，

譁キアゲン，東京）を用いてDNA及びRNAを抽出後，

PCR法（TaKaRa Taq，タカラバイオ譁，滋賀）により

伝染性喉頭気管炎ウイルス（ILTV）［2］，またRThPCR

法（QIAGEN OneStep RThPCR Kit，譁キアゲン，東

京）によりAIV［3］，NDウイルス（NDV）［4］，IBV

［5］，IBDウイルス（IBDV）［6］について行った．ま

た，分離された IBVのS1領域遺伝子のRThPCR産物は

キット（QIAquick PCR Purification Kit，譁キアゲン，

東京）で精製し，ダイレクトシークエンス法により解析

を行った（譁ジーンネット，福岡に依頼）．得られた塩

基配列はNCBIデータベースに登録されている IBVとの

相同性解析を行った．

細菌学的検査：一般細菌は気管スワブ，肺，肝臓，脾

臓，腎臓及び心臓を5％馬血液加トリプトソイ寒天培地

（馬脱線血，譁日本バイオテスト研究所，東京．トリプ

トソイ，栄研化学譁，栃木）及びDHL寒天培地（栄研

化学譁，栃木）に直接塗沫し，37℃で24時間培養した．

マイコプラズマは，常法に従い培養した［7, 8］．MG及

びMSの遺伝子検索は気管スワブ，チーズ様物及び分離

株をDNA抽出キット（InstaGene Matrix，BioRad譁，

東京）で抽出後，PCR法（KOD FX，東洋紡績譁，大

図1 気餒の黄色混濁とチーズ様物（矢印）（No. 8） 図2 気管の病理組織像（No. 2）
濾胞形成（矢印）を伴うリンパ球・形質細胞の浸潤に

よる粘膜肥厚がみられる．（HE染色　Bar＝500μm）

表 1　供試鶏の解剖所見 

＋＋：中等度，+：軽度，－：病変無し 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

 1.9 1.5 1.9 2.2 1.8 2.0 2.2 2.0 2.3 2.0 

 

 － － ＋ － ＋ － － ＋＋ － －  
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 － － － ＋＋ － － － － － － 

個体番号 

体　重（kg） 

気　餒 
黄色混濁， 
チーズ様物 

腹　腔 
腸管漿膜面に
チーズ様物 

十二指腸 
粘膜肥厚 
粘膜面出血 

空回腸 
粘膜肥厚 

盲　腸 
粘膜点状出血 

表 2 　供試鶏の病理組織所見 

 
 ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 
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 ＋＋ ＋＋＋ － － － 
 
 

 

 － ＋＋ ＋＋＋ － －  
 

 ＋＋ ＋ ＋ ＋ －  

 － － ＋＋ － － 

 ＋＋ － ＋＋ － － 

粘膜固有層の濾胞形成
を伴ったリンパ球・形
質細胞浸潤による肥厚 

粘膜上皮の増生と線毛
の消失 

二次及び三次気管支粘
膜における，一部で濾
胞形成を伴ったリンパ
球主体の単核細胞浸
潤・集蔟 

三次気管支腔内やその
周囲に単核細胞・偽好
酸球の浸潤，漿液・線
維素の滲出 

偽好酸球・単核細胞の
浸潤集蔟 

莢組織の壊死 

間質にリンパ球の浸潤
集蔟 

 鶏No.1 2 3 4 5病　変 

腎臓 

脾臓 

肝臓 

肺 

気管 

＋＋＋：重度，++：中等度，+：軽度，－：病変無し 
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阪）で特異遺伝子の検出を行った［9, 10］，抗体検査は

市販抗原（日生研譁，東京）を用い急速凝集反応で行っ

た．

環境要因検査：発生当時の気温は気象庁より発生農場

近隣のアメダス観測データを用いた．

成　　　　　績

発生概要： 2011年3月8日，1月26日に導入された

7 ,500 羽（42日齢）を飼養する鶏舎において，鼻汁漏

出，異常呼吸音，嗜眠，うずくまりが認められ，死亡羽

数が増加した．死亡羽数は3月6日35羽，7日48羽，8

日121羽，計204羽（死亡率2.7％）であった．なお他

の鶏舎では死亡羽数の増加などの異常は認められなかっ

た．

解剖所見：気餒は黄色混濁し，チーズ様物（3/10）

を認めた（図 1）．腸管漿膜面はチーズ様物が付着

（2/10）し，十二指腸粘膜は肥厚及び出血（1/10），空

回腸粘膜は肥厚（1/10），盲腸粘膜は点状出血（1/10）

を認めた（表1）．

病理組織学的所見：気管炎及び気管支肺炎が主な病変

であった（表2）．気管は粘膜固有層に濾胞形成を伴った

リンパ球・形質細胞浸潤による著しい肥厚（5/5）（図

2）や粘膜上皮の増生と線毛の消失（5/5）を認め，MG

抗原は，これらの気管病変部の粘膜上皮細胞上部におい

て陽性反応（4/5）を示した（図3，表3）．一方，IBV

抗原は，1羽の気管の粘膜上皮細胞で軽度，散在性に検

出されたが，他の個体（4/5）では陰性であった．肺は，

二次及び三次気管支粘膜における，一部で濾胞形成を伴

ったリンパ球主体の単核細胞浸潤・集簇（2/5），三次気

管支腔内やその周囲に単核細胞・偽好酸球の浸潤や漿

液・線維素の滲出（2/5）を認めた．

肝臓は偽好酸球・単核細胞の浸潤集簇（4/5），脾臓

は莢組織の壊死（1/5），腎臓は間質にリンパ球の浸潤集

簇（2/5），十二指腸及び盲腸は粘膜上皮や固有層にコク

シジウムの寄生（3/5，1/5）を認めた．

ウイルス学的検査：気管から IBVが分離された．分

離された IBVの S1 領域遺伝子はワクチン株のTMh86

株（JPh蠡型）と塩基配列が100％一致した．AIVを含

め他のウイルスは分離，特異遺伝子及び抗原検出ともに

陰性であった．

細菌学的検査：MGは分離（気管3/5，チーズ様物

2/2）及び特異遺伝子（気管5/5，チーズ様物2/2）の

検出で確認された（表3）．大腸菌は心臓，肝臓，腎臓，

肺（それぞれ1/5）から少量及び肺（1/5）から中等量

分離された．MG，MSの抗体陽性は10/10，0/10であ

った．

観測データ：最低気温は，3月1日6.4℃，2～5日の

4日間は氷点下を示した．

考　　　　　察

今回，MGは急速凝集反応による抗体検査ですべての

鶏が陽性を示し，免疫組織化学的染色で気管の粘膜表面

に抗原が確認され，気管及びチーズ様物から特異遺伝子

が検出された．また同材料から分離されたマイコプラズ

マはPCR法によりMGと確認された．

一般に，MGは健康な鶏が単独で感染しても臨床症状

を示さないことが多く，MGに感染した鶏が他の微生物

との複合感染により臨床症状を示したり病勢が悪化する

ことが知られている．野外では，A v i b a c t e r i u m

（Haemophilus）paragallinarum［11］や大腸菌［12］

の感染，強毒な IBDVの感染［13］による免疫抑制に起

因する場合，生ウイルスワクチン（NDと IB［14］）や

アンモニアによる粘膜の損傷［15］に起因する場合が知

られている．

病原因子では，細菌検査で大腸菌が複数の臓器から分

図3 気管の免疫組織化学的染色像（No. 2）
粘膜上皮の細胞上部で抗M. gallisepticum家兎血
清に陽性反応（矢印）を示している．

（免疫組織化学　Bar＝10μm）

表 3　供試鶏におけるM. gallisepticum検索成績 

＋＋＋：多量　＋＋：中等量 
＋：少量（PCR法及び細菌分離は陽性） 
＊：マイコプラズマ単離不能　－：陰性　ND：未実施 

 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ND

ND ND ND ND ＋ ＋ 

 ＋ ＋ ＊ ＊ ＋ ND

ND ND ND ND ＋ ＋ 

 ＋＋＋ ＋＋＋ － ＋ ＋＋ ND

遺伝子 
検索 

抗原 
検索 

PCR法 

病原 
検索 細菌分離 

免疫組織 
化学的染色 

気管 
スワブ 

チーズ 
様物 

気管 
スワブ 

チーズ 
様物 

気管 

 鶏No. 1 2 3 4 5 8材料 方法 項目 
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離されたが，その分離菌数は少なく，病理学的にも大腸

菌症でみられる心外膜炎や肝包膜炎等の所見は認められ

なかった．ウイルス検査で IBVが気管から分離された

が，S1領域遺伝子塩基配列がワクチン株であるTMh86

株（JPh蠡型）と100％一致した．また，IBVの抗原は，

免疫組織化学的染色で1羽の気管の粘膜上皮細胞で軽

度，散在性に検出されたが，その他の個体は陰性であ

り，今回の発症要因として IBVの関与は軽度と考えられ

た．

環境要因では，発生時鶏舎内でアンモニア臭を強く感

じたことからアンモニア濃度は25～30ppm程度と推測

された［16］．また，外気の最低温度が死亡羽数の増加

する数日前から氷点下を示しており，カーテンの閉め切

り等鶏舎内の換気が不十分であった可能性が高く，加え

て発生農場の敷料の管理失宜（使用済み敷料の不交換と

発酵途中で入雛）が影響し，鶏舎内のアンモニア濃度が

高い傾向にあったことが推察された．Satoら［15］は

アンモニア濃度が20ppmでもMG感染の助長を確認し

ていることから，今回の発症要因を鶏舎内アンモニアが

環境ストレスとなってMGの病勢を悪化させたと推察し

た．

また，以上の結果から，死亡鶏の検査を実施していな

いため確定はできないものの，不良環境の影響を受けた

MGの単独発症が死亡の原因となった可能性が示唆され

た．

野外における肉用鶏でのMG感染症の報告は少なく，

その理由の一つとして確定診断にMGの分離培養が必要

で，他の病原体との複合感染が診断を難しくしているた

めと思われる．特に肉用鶏において大腸菌が侵入し病勢

を増悪させた事例では，肉眼所見や病理所見において心

外膜炎や肝包膜炎及び気餒炎が観察され大腸菌性敗血症

の病変と区別が不可能［17］で，大腸菌症を疑い一般細

菌のみ分離が行われたり，マイコプラズマの分離におい

て大腸菌が分離を困難にしていると思われる．今回は早

期通報により複合感染前に病性鑑定を行うことにより

MGを高率に分離できた事例と思われた．また，組織学

的にも特徴的な病変［18］を観察し，免疫組織化学的染

色でMG抗原が確認された．免疫組織化学的染色での抗

原確認は，採卵鶏［13］やウズラ［19］での報告はある

が，野外の肉用鶏症例では，わが国ではほとんど報告が

なく貴重な症例と思われた．谷口［18］は，組織学的な

所見でMG感染症と経過の長い ILTでは同様な所見を

示し組織診断が不可能なことがあると報告しているが，

このような事例において免疫組織化学的染色は有用であ

ると思われた．一方で組織学的所見があるにも関わら

ず，MG抗原が少量または陰性（それぞれ1/5）であっ

た理由は，感染ステージよる個体間でのMG抗原量の違

いや採材部位によるMG抗原量のばらつきなどが関係し

ていると考えられた．

鶏マイコプラズマ感染症の予防は介卵感染並びに気道

感染による鶏群へのマイコプラズマの伝播を防止するこ

とが基本である．そして他の病原因子や環境因子による

被害の拡大を防止する必要がある．そのため呼吸器病予

防を目的とした適切なワクチンプログラムと換気等の鶏

舎内環境の改善に注意を払うように指導することが肝要

である．

当該農場に対しては清浄種鶏の雛の導入，鶏舎内の洗

浄消毒，敷料の発酵後の入雛と使用済み敷料の搬出を指

導徹底し，現在発生はみられていない．
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Mycoplasma gallisepticum Infection in Broiler Chickens
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SUMMARY

In March 2011, broiler chickens reared on a farm in Fukuoka prefecture showed nasal discharge, respirato-
ry rales, closed eyes and crouching.  The mortality of the chickens increased.  Necropsy revealed yellowish
caseous exudates in the air sacs and intestinal serous membranes,  and turbidity of the air sacs.  Histopatho-
logically, the tracheal mucosa was markedly thickened due to the infiltration of lymphocytes and plasma cells
with the formation of germinal centers.  The epithelial surface of the tracheal mucosa showed a positive reac-
tion against Mycoplasma gallisepticum (MG) by immunohistochemical staining.  MG was isolated from tissue
homogenates of the trachea and yellowish caseous exudates, and an MGhspecific gene was amplified by PCR
in the same material and MG antibody was detected from all birds examined.  On the basis of these findings,
we considered a rare field case of MG infection in broiler chickens. 
― Key words : broiler chickens, Mycoplasma gallisepticum.
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